
 

 

 

まだ，まだ続く，感染対策。 

東京都とその近県では，再び感染者が増加傾向にあります。このような情報を聞くと、第２波がくるのではないかと，危機感

を感じてしまいます。そのような中，学校では生徒会役員が，毎日昼休みの校内放送で「密集・密接」を避けるように，全校生

徒に呼びかけてくれています。また，消毒応援団も，月「婦人会」，火・水・木「保護者」，そして先週の金曜日から民生委員の 

みなさんが来ていただくようになりました。仕事，家事の調整をされて応援いただくみなさんに感謝の気持ちし 

かありません。お世話になります。 

新型コロナウイルス感染対策と熱中症対策を併せて行う上で，マスク着用について以下のような取り扱いとし 

ました。基本的には常時着用しますが， 

①体育の授業中はマスクをしない（これまで通り）②体育以外の教科で発声しないとき（問題を解くとき・指導 

者の指示を聞くとき・板書を写すとき・朝自習・南関学習タイム・その他指導者が必要ないと判断したとき） 

また，水分補給も，梅雨明けから７月３１日まで，スポーツドリンク・経口補水液の持参も可とします。 

自分に挑戦！ 
チャレンジ南関中 

夢を描き、絆を深め、自分に挑戦する生徒の育成～輝きと潤いのある学校づくりをめざして～ 
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～ 新 任 紹 介 ～ 

大坪 桃子（おおつぼももこ）先生 

７月１日から，国語科の先生として着任され 

ました。出身は，玉名市の岱明町です。 

２年生副担任としてもお世話になります。 

保護者のみなさん， 

どうぞよろしくお願いします。 

 
 

２０２０年度 身に付けさせたい力 
夢(自分の未来を創造する力)・絆(相手意識をもった適切な対応力)・挑戦(自ら考え，自ら行動する力) 

～「とっぱ食堂（子ども食堂）」実施～ 

令和２年２月 7 日に「なんかん未来創造 

とっぱ隊」のお世話でおいしい朝食を食べましたが，同団体が

月１回の割合でとっぱ食堂を行うように企画されました。第１

回は，７月１０日（金）です。 

現在、希望者を募っているところですが，今回から 100 円

を徴収するようになります。 

朝起きが苦手で，朝食をゆっくり食べる習慣付けが出来てい

ない人は，仲間と一緒に朝食を食べて，朝食摂取の必要性を感

じてください。 

※南関中ホームページにチラシを掲載しています。 

 

～「南関町喜ばせ隊」の募集開始～ 

新型コロナウイルス感染予防のために，募集を待っていまし

たが，夏休み前までには組織をつくりたいと思い募集を開始し

ました。本年度は，昨年のようには活動できないと思いますが，

「できる日に・できる人が・できることを」で，南関町に笑顔

をもたらしたいと思います。昨年度活動して，こんな力が身に

付くと考えました。 

・ 南関町（故郷）を愛する心が高まる 

・ 相手の立場に立った行動ができる 

・ 奉仕の心が増す 

・ やさしい心が育つ 

・ 笑顔のために努力できる などです。 

たくさんの生徒が隊員になってくれることを祈っています。 

 

～７月の部活動計画をＨＰ掲載～ 

学校ホームページに 7 月の部活動計画を 

掲載しました。 

なお，現時点での予定ですので，変更等あ 

りえます。変更する場合は，顧問から生徒 

へ連絡を行います。 

家庭の用事等があれば，早めに担当者と連 

絡をとられてください。 

お 知 ら せ 

「中学生が来ることができないなら，私たちが来ます」と， 

３年生「環境学習」実施（7.1）  
例年，３年生は四小校区にあるエコアくま 

もと（熊本県公共関与産業廃棄物管理型最 

終処分場）を町のマイクロバスで訪問し 

て，施設見学・環境学習等を行っています。 

本年度は，感染予防のため中止する予定で 

した。しかし，お断りの連絡をしたところ， 

施設職員の方から，私たちが学校へ行きま 

すと，特別な配慮で実施することになりま

した。ＤＶＤ視聴や担当者の説明で，循環型社会や南関町の取

組等を学びました。 

・なぜ？「エコア」 

 環境との調和を表す「エコ（ＥＣＯ）」と，中心を意味する「コ

ア（ＣＯＲＥ）」を組み合わせて「エコア（ＥＣＯＲＥ）」とな

りました。「県北の環境教育の拠点」をめざしています。ちなみ

に，県南は水俣です。 

・最終処分場とは？ 

 資源化が困難な廃棄物や中間処理の過程で生じたカスを受

け入れる施設です。 

 「エコアくまもと」は，全国トップレベルの安全な管理型最

終処分場です。 

約３０年後、廃棄物で埋め立てられた土地が完成
します。その土地の利用方法は，その時代に生き
ている人たちが考えるそうです。ちょうど中学生
が４５歳前後ですから，土地利用の企画に関わっ

ていれば，意見を言える立場ですね。 


